
「BBフォン利用規約」新旧対照表

改定前（ 2005年 12月 1日付） 改定後（ 2006年３ 月 15日付）

規定なし 第２９条の２（会員による本サービスの利用休

止と利用再開）

１ ． 当社は、 会員（ 利用者回線型の会員に限る。 以

下、 本条および次条において同じ ） から通知が

あったと きは、 当該通知のあった日の月末日を

もって本サービスの利用休止（ 利用契約を維持

したまま、 本サービスを一時的に利用できない

よう にすること をいいます） を行います。

２ ． 前項に基づく 利用休止を行った会員が、 本サー

ビスの利用の再開を希望する場合には、 会員は

当社所定の手続きに従い当該利用休止の解除

（ 以下「 利用再開」 と いいます。 ） の通知を行

う ものと します。 会員から利用再開の通知がな

され、 当社に当該通知が到達した場合、 当社は

利用再開に必要な手続を行った上で本サービス

の提供を再開するものと します。 但し、 技術上

その他の理由により 利用再開が困難な場合があ

ること を会員は了承するものと します。

３ ． 会員の利用休止期間が 12ヶ月を超えた場合、

会員は、 当社または指定レンタル事業者の指示に従

い、貸与された接続機器を返還する必要があり ます。

また、会員の利用休止期間が 12 ヶ月を超えた場合、

当社は会員に通知の上、 本サービスの利用契約を解

除できるものと します。

４ ．会員の利用休止期間が 12 ヶ月を超えた場合また

は次条に定める休止手数料を支払わない場合で

あって期間を定めた催告を受けたにもかかわら

ずその事由が解消されない場合、 当社は会員に

通知の上、 本サービスの利用契約を解除できる

ものと します。

第２９条の３（利用休止時における利用料金の取扱

い）

１ ． 前条に基づき本サービスの利用休止を行った場

合、 利用休止の日をもって当社は会員の本サー

ビスに係る利用料金の課金を停止するものと し

ます。 なお、 本サービスの利用休止を行った場

合であっても、 会員がすでに利用した本サービ

スにかかる利用料金全額の支払い義務を免れな

いものと します。

２ ． 利用休止中は、会員は当社所定の休止手数料を

支払う ものと します。

３ ． 利用再開における課金再開日は次のと おり と

します。また、利用再開にあたり 、協定事業者



等の回線接続工事等の費用を要する場合には、

当該利用再開に係る費用は会員の負担と しま

す。

（ １ ） 基本料金： 利用再開日の属する月の翌月

1日

（ ２ ） 通話料： 利用再開後、 本サービスの利用

を確認したと き

第４６条（有償オプションサービスの種類）

当社は、 有償オプショ ンサービス を次のと おり

定めます。

種類 サービス概要

ケータイ割３ ０

本サービス を使用し て

携帯電話に発信を行っ

た際の通話料金を、通常

料金よ り ３ ０ ％割引し

た価格で提供するサー

ビス

番号表示サービス

会員の BBフォン電話番

号に着信した際、会員の

電話機等に発信者の電

話番号表示が可能にな

るサービス

着信払いサービス

当社が会員に対し て着

信払い専用番号を割り

当て、別途当社の定める

方法によ り 会員があら

かじ め登録し た電話番

号から 着信払い専用番

号へ着信し たこ と によ

り 開始さ れた通話の通

話料を会員が負担する

着信課金サービス

転送電話サービス

本サービス を利用し て

着信し た通話を会員が

あら かじ め指定し た転

送先番号へ転送する サ

ービス

第４６条（有償オプションサービスの種類）

当社は、 有償オプショ ンサービス を次のと おり

定めます。

種類 サービス概要

ケータイ割３ ０

本サービス を使用し て

携帯電話に発信を行っ

た際の通話料金を、通常

料金よ り ３ ０ ％割引し

た価格で提供するサー

ビス

番号表示サービス

会員の BBフォン電話番

号に着信した際、会員の

電話機等に発信者の電

話番号表示が可能にな

るサービス

転送電話サービス

本サービス を利用し て

着信し た通話を会員が

あら かじ め指定し た転

送先番号へ転送する サ

ービス

通話明細書の郵送サ

ービス

当社が会員に対し て前

月利用分の本サービス

の通話明細書を郵送す

るサービス



通話明細書の郵送サ

ービス

当社が会員に対し て前

月利用分の本サービス

の通話明細書を郵送す

るサービス

第１１章の２ 着信払いサービス

第５１条（本章の適用）

本章は本サービスの有償オプショ ンサービスで

ある 「 着信払いサービス 」 の利用契約を申込ま

たは利用する 者にのみ適用さ れる も のと し ま

す。

第５２条（定義）

本章において、 次の用語はそれぞれ次の意味で

使用し ます。

（ １ ） 「 着信払いサービス利用契約」 と は、 着

信払いサービスの利用を内容に含む利用契

約をいいます。

（ ２ ） 「 着信払い専用番号」 と は、 Ｂ Ｂ フォン

電話番号のう ち、着信払いサービス利用契約

に基づいて当社が会員に割当てる電話番号

（ ０ ０ ９ １ ９ ８ 番号） をいいます。

（ ３ ） 「 着信可能番号」 と は、 着信払い専用番

号へ発信可能な電話番号と し て、会員が当社

に登録する電話番号をいいます。

第５３条（着信払いサービス利用契約）

１ つの利用契約につき 契約でき る着信払いサー

ビス利用契約は１ つに限る も のと し ます。

第５４条（着信払い専用番号）

１ ． 当社は、 １ つの着信払いサービス利用契約

ご と に１ つの着信払い専用番号を割当てま

す。

２ ． 当社は、 技術上または業務の遂行上やむを

得ない理由がある と き は、あら かじ め会員に

※第１１章の２（第５１条乃至第５５条）削除

（２００６年４月１日）



通知の上、着信払い専用番号を変更する こ と

があり ます。

３ ． 会員は、 着信払い専用番号の変更請求を一

切行う こ と ができないも のと し ます。

第５５条（着信可能番号）

１ ． 着信払いサービス を利用する ためには、 着

信可能番号を当社に登録する 必要があり ま

す。

２ ． 登録でき る着信可能番号の個数は、 １ つの

着信払い専用番号につき 、最大１ ０ 個までと

し ます。

３ ． 当社は、 技術上または業務の遂行上やむを

得ない理由がある と き は、あら かじ め会員に

通知の上、着信可能番号を変更または削除す

る 場合があり ます。

４ ． 会員は、 着信可能番号の変更、 追加または

削除を希望する 場合は、当社所定の方法をも

って申込みを行う も のと し ます。

５ ． 当社は、 前項によ る変更、 追加または削除

の申込みを承諾し た場合は、 当社が当該変

更、追加または削除の設定を完了し た日から

変更し た事項を適用する も のと し ます。

６ ． 着信可能番号と し て登録さ れた携帯電話番

号から 着信払い専用番号に着信し た通話に

つき 、「 ケータ イ 割３ ０ 」 にて規定する割引

の対象と はなら ないも のと し ます。


